
NECが目指す 
「TCO削減指向AP開発手法」とは？

　昨今のアプリケーション開発では、以前に

比べて全体の開発期間や開発費が縮小傾向に

ある一方で、基本設計や機能設計といった上

流工程に関しては、より多くの時間・コストが

必要とされるようになっている。また、開発コ

ストに対するユーザの要求も変わりつつあり、

従来のように新規開発時だけでなく、追加開

発も含めたシステムのライフサイクル全体を

通じてのコスト低減が強く求められるようにな 

った。

　もう1つ、最近の傾向として挙げられるのが、

開発リソースの問題だ。いまや SE は「新 3K」

と呼ばれるほど人気が低迷しており、優秀な

SE の確保が非常に難しい。加えて離職率も

比較的高いことから、熟練者の育成も困難な

状況となっている。

　こうした環境の中で、より早く、コストを抑

えながら、品質の高いアプリケーションを開発

していくために、日本電気（以下 NEC）では

開発スタイルの変革に着手。その狙いは、従

来の労働集約型から知識集約型開発への転

換だ。具体的なポイントとしては、開発要員

の労力を上流工程の設計や評価試験の設計

に注力させること。そして、ツールを活用した

自動化によって中下流工程を効率化すること。

維持フェーズにおける効率化のためには、設

計情報を一元管理することでメンテナンス性

を向上し、デグレードを抑止することも重要と 

なる。

　この知識集約型開発への転換に向けて、

NEC では上流設計工程、中流・下流工程、開

発リソースのそれぞれにおける課題に対して

「あるべき姿」である目標を設定。それらを実

現するために、さまざまなアプリケーション開

発技術や開発手法、さらにはプロジェクトマ

ネジメントの要素を連携した「TCO 削減指向

AP 開発手法」の確立に取り組んでいる。

Xupper Ⅱを用いた 
アドバンスドDOA上流設計

　上流設計工程では、仕様のゆらぎを防ぎ、

もし仕様変更が発生しても容易に追加変更で

きることが目標となる。その実現手段として、

TCO 削減指向 AP 開発手法では、アドバンス

ド DOA 上流設計、業務モデル化、リポジトリ

一元管理、イテレーション開発といった要素を

採り入れた。

　アドバンスド DOA とは、IF 〜 THEN 形式

のルールで問題解決をするプログラミング技

法である「ルールベース」の考え方と、従来

の DOA（Data Oriented Approach）を組み

合わせたアプローチだ。アドバンスド DOAで

は、まずユーザの視点に立ち、ユーザの理解

しやすい業務フローを主体に、業務知識（ビ

ジネスルール）をルールベース化。それらを

Xupper Ⅱのリポジトリで一元管理する。同時

にデータ分析を行い、従来の DOA と同様に

ビジネスルールとエンティティの関係を分析し

て、アプリケーション構造を確定していく。　

　プログラムの自動生成は、MDFrame/X の

アクションダイヤグラムから行うが、将来的に

はルールベースシステムとして、ロジックを解

析できるものについてはルールエンジンによ

りプログラムを自動生成することを目指して 

いる。

　業務モデル化では、業務フローによって業

務をモデル化することで、人や組織、IO、デー

タ項目などの管理対象を明確化し、業務モデ

ルからフレームワークと部品化すべきモデルの
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独立性を重視しながら抽出。データ分析から

オブジェクト候補を洗い出す。こうしてフレー

ムワークや部品を効率的に活用していくこと

で、作り込む部分を減らしたり、作る場合でも

均質なものができるようになる。

　こうした上流設計工程を支える基盤となる

のが、Xupper Ⅱによる設計情報の一元管理 

（リポジトリ化）だ。業務フロー図を中心に、さ

まざまな情報を関連づけて管理できるので、

仕様のゆらぎや追加が発生した際も、リポジ

トリ情報から IO やデータ項目などの影響ポイ

ントを抽出し、影響のあるビジネスルールやエ

ンティティを検索できる。

　また、基本設計の確定後にイテレーション

開発によって業務要件の成熟度を段階的に上

げ、業務フローの要件やアプリケーション構造

の確定を実施することで、仕様要件のゆらぎ

を抑えることが可能となる。

各種ツールの活用で 
プログラム作成やテストも自動化

　中流から下流工程の目標は、上流設計終了

後のプログラム開発の効率化と開発期間短縮

だ。ここでは、各種ツールの活用による開発

の自動化が鍵となる。

　画面設計に関しては、コンポーネントエディ

タや Adobe の Flex Builder 2 を利用する。

Flex Builder 2は、実際に動く画面(モックアッ

プ）を生成して、仕様を確認することができる

ツールだが、その UI 定義を MXML 化してお

けば、モックアップの画面設計情報をそのま

ま Xupper Ⅱのリポジトリへ取り込むことがで

きる。

　データベースのアクセス部品（SQL）は、

MDFrame/X の機能によって自動生成。プロ

グラムについても基本的に、業務ロジックを

MDFrame/X でアクションダイヤグラムとして

登録し、Java のプログラムを自動生成する。

これにより、中流工程以降の開発の効率化お

よび期間短縮が期待できる。このアクションダ

イヤグラムからの自動生成に加え、今後、ルー

ルエンジンによるプログラム自動生成が実現

すれば、さらに生産性が向上するはずだ。

　また、TCO 削減指向 AP 開発手法には、テ

ストケースの自動生成も含まれている。たとえ

ば、試験漏れ防止のために Xupper Ⅱのリポ

ジトリからテストすべきケースを自動抽出した

り、業務フロー図を分析してすべての業務の

流れをテストケースとして抽出することが可能

だ。テストケース（詳細）として、テストで使用

する画面やテーブルなどのデータと確認すべ

き情報をリポジトリ上で連携し、試験仕様書を

容易に作成することもできる。

　今後はテスト工程の効率化をさらに推進

すべく、テスト 管 理 ツール の HP Quality 

Center や自動テスト実行ツールの HP Quick 

Test Professional などと連携させ、テスト

ケースの作成から実行、管理まで自動化する

ための検証を進めているという。

スモールチーム開発で 
知識の集約化を図る

　開発リソースの課題に対しては、スペシャリ

スト集団による知識集約型開発という目標が

掲げられた。TCO 削減指向 AP 開発手法に

おいては、これを実現するためにスモールチー

ム開発やディレクタ組織といったプロジェクト

体制が組まれる。

　知識の集約化を図るには、少数精鋭のス

モールチームのほうが望ましい。また、優秀な

SE を育成するには、できるだけ多くの場数を

踏ませる必要があるが、その点でもスモール

チーム開発は有効だ。大規模開発においても

開発部隊を10 〜 30 人までのスモールチー

ムに分け、すべてのローテーションをチーム単

位で行うことで、チームメンバーの連携が強固

になり、結果的に生産性を向上させることが

できるという。

　なお、スモールチーム開発を有効に機能さ

せるためには、各チームのリーダーと仕様管理

者から構成されるディレクタ組織というもの

も必要だ。TCP 削減指向 AP 開発手法では、

このディレクタ組織が仕様管理を一元的に実

施し、業務間相互レビューによって仕様齟齬な

どを防止する役割を担うことになる。

　NEC の TCO 削減指向 AP 開発手法は完

成形ではなく、まだ進化の途上にある。今後、

日本のソフトウェア開発のあり方を変革する新

たな指標となることを、大いに期待したい。
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図１：�アドバンスドDOA上流設計とAP開発ツール連携
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